
～依存症という病気と治療の考え方について正しく理解する～ 

アルコール依存症の患者のイメージとはどんなものでしょうか。隠れ酒、嘘をつ

く、家庭内暴力、無断欠勤、仕事上のトラブル、飲酒運転、困窮、別居、・・・。依存症

の人は、「意志が弱い人」「だらしない人」といったイメージがあるかもしれません。

家族が大変苦労していることも事実ですし、本人に対してやさしくなれない、甘や

かしてはいけないと思ってしまう気持ちもわかります。実際に、救急外来などの医

療現場においても、依存症の患者は、しばしば医療者からもマイナスのイメージを

もって迎えられてきました。しかし、本人や家族、援助者の皆様にお願いしたいの

は、まずは、病気と治療に関して正しい理解をしていただきたいと言うこ

とです。 

 

 

 

 



いま、依存症の理解や治療が大きく変わろうとしています。これまで依存症は特

殊な病気とされてきました。しかし、近年、その背景には、抑うつや不安、引きこも

り、自傷、摂食障害、暴力の加害や被害など、そして健常とされる人たちとも共通

する問題があることが明らかになってきました。その問題の形成には、人生早期の

体験が影響しているのです。1,2）裏を返せば、依存症という問題は、この共通する問

題のひとつの表れに過ぎません。従来、依存症に対して、アルコールや薬を使う・使

わないに焦点をあてた専門的な技法が適用されてきました。しかし、そういった方

法は、問題の表面を切り取るだけもので、根本的な治療とはならないのです。 
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